
 

 

令和６年度 学校経営計画に対する中間評価報告書 

石川県立金沢二水高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組   実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果

） 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等） 

１ 学習指導： 

データやデジタル

技術を活用して、

グローバル社会で

求められる資質・

能力を育成する。 

① データを活用することで、生徒の論理

的な思考力や批判的な思考力を育成す

る。そのための授業の工夫を促し、研究

授業等の機会を設けることで教員間で共

有する。 

「論理的に考えたり主張するためにデータを活用

することができる」の問いに対して「あてはま

る」または「おおむねあてはまる」と答える生徒

が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

                      新しい質問項目 

７月 生徒アンケート結果 

「よくあてはまる」  ：１６．４％ 

「おおむねあてはまる」：６３．０％ 

         合計：７９．４％ 

                     【達成度Ｃ】 

・新しい質問項目であり、過年度との比較はできないが、

今後「よくあてはまる」がより上昇していくことが望ま

しい。 

・授業や探究活動の中でデータを活用し論理的に考えた

り、主張したりする場面を増やす工夫をしていく。 

② 学習や部活動・学校行事などの機会を

活用して、「振り返り」を導入すること

によって、生徒一人ひとりが自らの課題

を設定し、克服しようとする力を育む。 

「学校生活において、何をすべきかを自分で考え

て主体的に行動している」の問いに対して「よく

あてはまる」あるいは「おおむねあてはまる」と

答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

                       

７月 生徒アンケート結果 

「よくあてはまる」   

：３３．９％（２８．８％） 

「おおむねあてはまる」 

：５５．７％ （５７．０％） 

合計：８９．６％（８５．８％） 

            【達成度Ｂ】 

・昨年同期より「よくあてはまる」と答えた生徒が5.1％

上昇した 

・更なる向上のため「失敗してもいいから、とにかくやっ

てみる」ということを授業、部活動、学校行事といった

あらゆる場面で伝えていく。 

③ 適切な発表技術等を生徒に教えるとと

もに、自分の意見や調べたことを発言・

発表できる場を授業や学校行事で設定す

る。 

「授業を通して表現力が高まった」の問いに対し

て「あてはまる」または「おおむねあてはまる」

と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

                       

７月 生徒による授業評価結果 

「あてはまる」     

：４６．４％（４１．６％） 

「おおむねあてはまる」 

：４０．８％（４４．２％） 

  合計：８７．２％（８５．８％） 

                     【達成度Ｂ】 

・昨年同期より「あてはまる」と答えた生徒が 5.0％近く

上昇した。 

・新型コロナウイルスによる、発言等の場面の制限が緩和

されたことで、授業中での発言の場面は増加している。

「あてはまる」と答える生徒がさらに増加するよう、授

業で心理的安全性を担保しながら、自らの考えを表現す

る機会を増やす等一層の工夫をしていく。 

④ オンライン教材などの個別最適化学習

を支援するデジタル技術を導入し各教科

で活用することで、生徒が自主的に苦手

分野を克服または発展的な学習を進めら

れる力を育む。 

「デジタル教材・ツールを、自らの苦手分野の克

服または発展的な学習に活用することができてい

る」の問に対して「よくあてはまる」あるいは

「おおむねあてはまる」と答える生徒が 

Ａ：８０％以上  Ｂ：６５％以上 

Ｃ：５０％以上  Ｄ：５０％未満 

                      新しい質問項目 

７月 生徒アンケート結果 

「あてはまる」    ：２３．０％ 

「おおむねあてはまる」：５３．４％ 

         合計：７６．４％ 

                     【達成度Ｂ】 

 

・新しい質問項目であり、過年度との比較はできないが、

今後「よくあてはまる」がより上昇していくことと共に、

「あまりあてはまらない」「まったくあてはまらない」が

より減少していくことが望ましい 

・授業や補習、自宅学習等でより活用してもらえるように

教員、生徒双方に対して活用方法や効果を周知していく。 

学校関係者評価委員会の評価 
・オンライン教材による個別最適化学習の導入により、教員の時間的負担が軽減できるかどうかは考慮すべきことである。 
・表現力の向上は喜ばしい傾向である。対面での協働的な学びの機会が充実することが、学校で学ぶことの意義につながるのであれば大変評価できる。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・オンライン教材による個別最適学習は、まだまだ試行錯誤の段階であり、指導する教員が習熟することで、効果的な学びにつながるとともに、教員の負担感が減少すると考えられ

るので、今しばらく全教員で取り組んでいきたい。 
・授業を中心とした協働的な学びの中で、自らの考えを表現させたり、相手の話を傾聴することで、対話を通した表現力の向上をさらに目指していく。 
 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組    実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期） 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等） 
２ 進学指導： 

生徒の進路意識の

成熟を促し、高い

目標を強い意志を

持って実現する生

徒を育成する。 
 

① 将来にむけて、一人一人のキャリアビ

ジョンの発達を促すため、さまざまな進

路行事を通し、文理選択や学部学科選

択、将来について広く考える機会を設け

る。３か年を通して、系統だったキャリ

ア教育を、時宜を得た適切なかたちで行

う。 

全学年、「前より自らの将来のキャリアについ

て深く考えるようになった」と答える生徒が 

Ａ：７５％以上   Ｂ：６０％以上    

Ｃ：６５％以上   Ｄ：６０％未満    

７月 生徒アンケート結果 

 よくあてはまる   

：５３．０％（４３．４％） 

 おおむねあてはまる 

：３８．６％（４３．６％） 

  合計：９１．６％（８７．０％） 

              【達成度Ａ】 

・今年度１年生は、秋の文理選択にむけて、１学期を重視

し、ライフプラン作成や適性診断などを実施している。

総合的な探究の時間でも、キャリア研究を行い、「研

究」まで意識して、キャリア意識の育成を図っており、

系統だったキャリア教育を適切な時期に行えている。 

・今後も３年間見通したプランのもと、適切な時期に実施

できるよう準備していきたい。 

① ② 保護者懇談や保護者対象の進路説明

会、生徒への面談を通して、生徒の進路

に関して保護者と十分情報交換を行い、

信頼関係を築く。 

特に３年生の保護者には５月及び８月

に進路説明会を行い、新課程入試につい

て、本校の実績を踏まえて説明する。１

年生の保護者には、７月に進路説明会を

行い、文理選択に対する十分な情報提供

を行う。 

「本校の進路指導や保護者への情報提供は適切で

あるか」の問いに対して「よくあてはまる」また

は「おおむねあてはまる」と答える保護者が 

Ａ：９０％以上   Ｂ：８０％以上    

Ｃ：７０％以上   Ｄ：７０％未満    

 

７月 保護者アンケート結果 

 よくあてはまる   

：２５.１％（１８.４％） 

 おおむねあてはまる 

：６７．６％（６７．９％） 

    合計：９２．７％（８６．３％） 

           【達成度Ａ】 

・「よくあてはまる」の割合は６.７％増加し、「合計」で

は６.４％増加した。 

・３年生の保護者に対しては、５月に第１回、８月に第２

回の説明会を実施した。１年生の保護者に対しては、従

来９月に実施していた説明会を７月に実施し、文理選択

に関する情報を早期に生徒・保護者に提供できるように

変更した。そのため、１年生の保護者の割合が増加して

いると考えられる。 

・２年生の保護者に対しても、８月に説明会を実施し、進

路情報の提供を行う。的確な情報提供に努め、保護者の

ニーズに応えたい｡ 

② ③ 担任の生徒面談や、学年集会・進路講

演会・進路説明会等の各種進路行事を有

効に活用し、生徒の現状を把握し、生徒

の意欲を高めるとともに、具体的にやる

べきことを明確にし、共有する。 

難関大志望者に対し、２年次から、意

識づけ・学習サポート・集団づくりを進

路指導課・学年団で連携し、早期から取

り組む。 

①３年生の９月段階で難関大・金大を志望する生

徒が 

Ａ：６５％以上   Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５５％以上   Ｄ：５５％未満    

① ３年生の９月段階で、生徒の学習時間（授業以

外）の平均が 

Ａ：週45時間以上（平日5、休日10時間換算） 

Ｂ：週34時間以上（平日4、休日7時間換算） 

Ｃ：週27時間以上（平日3、休日6時間換算） 

Ｄ：週29時間未満   

９月初旬に志望校調査・学習時間調査

を実施予定 

・６月進研共通テスト模試では、２５３名の生徒が難関大

または金沢大を志望しており、全体で６６％を超えてい

る。（昨年度２３４名） 

・９月初旬に志望校調査・学習時間調査を実施予定 

③ ④ 生徒個々の志望や学力にあわせた、各

大学に応じた入試対策を補習や個別添削

指導を行い、進路実績の向上を図る。 

近年入試で求められる情報処理能力や

表現力、思考力を高める授業へと各教員

が改善する。 

現役合格者数が 

 金大８０以上、難関大３０以上 

Ａ：両方を満たす 

Ｂ：どちらか一方を満たす 

金大７０以上、難関大２０以上 

Ｃ：両方またはどちらか一方を満たす 

Ｄ：両方を満たさない  

  

学校関係者評価委員会の評価 ・大学の学部学科の再編が激しい時代において、進路指導のあり方は考え続けなければならない。また、理系の女子枠の活用の仕方についてもどう捉えていくのかは課題。 
・45分授業にして生まれた時間をどのように生徒に使わせるか、自由裁量を与えることが重要。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・短期的な進路指導である大学進学の情報を教員がアップデートしながら生徒に提供することだけではなく、長期的な進路指導として、何を実現したいのかといった「幹」の部分を
しっかりと生徒がつくれるように教員も努力し続ける。 

・増えた余白を、新しい課題で埋めるのではなく、生徒自身がどのように使うかをデザインできるようにしていくことが真のねらいであることを共通理解しておく。 

 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等） 

３ 生徒指導・部活動： 

人間形成に主眼を

おいた生徒指導を

行い、進学校にふ

さわしい部活動を

追求する。 

① 勉強と部活動の両立を図るため

に効率的な活動を追求し、生徒

の学習時間の確保や、部員が勉

強に主体的に取り組む姿勢をも

つような指導を工夫するよう呼

びかける。また、部活動で得た

自信を勉学につなげ真の文武両

道を目指す。 

「勉強と部活動の両立ができている」の問いに

対して、「よくあてはまる」「おおみねあては

まる」と答える生徒が 

Ａ：８０％以上  Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

           

７月 生徒アンケート結果 

 よく･おおむねあてはまると答えた割合 

 １年：７０．４％（７２.１％）  

２年：７３．６％（６５.５％） 

 ３年：７７．１％（７０.２％）  

全体：７２．８％（６９.３％） 

                         【達成度Ｂ】 

・１年生は昨年に比べ値が下降しているが、高校での生活に慣

れきっていない点が影響しているのではないか。 

・２年生、３年生は昨年度に比べ、約７～８％上昇している。

部活動を頑張りながら勉強も取り組もうという雰囲気は感じ

るので、このまま顧問側からも両立する大切さを説いていき

たい。 

①  

 

 

 

生徒が自主的に挨拶を行うよ

う、生徒会等の挨拶運動を継続

するとともに、教職員自らが積

極的に挨拶を行うことで範を示

し、教職員、生徒の自覚をさら

に高める。 

「挨拶はしっかり行っている」の問いに対し

て、「よくあてはまる」「おおむねあてはま

る」と答える生徒が 

 Ａ：９０％以上  Ｂ：８０％以上 

 Ｃ：７０％以上  Ｄ：７０％未満 
            

７月 生徒アンケート結果 

 よく・おおむねあてはまると答えた割合 

 １年：９１．９％（９１.６％）  

２年：９２．８％（８９.２％） 

 ３年：９２．７％（８８.２％）  

全体：９２．５％（８９.７％） 

                         【達成度Ａ】 

・昨年同時期より、全学年やや数値が高くなっている。 

・これまで同様、生徒会のあいさつ運動、部活動での指導を継

続し、生徒の自覚を高めていきたい。 

②  

 
本校の「いじめ防止基本方

針」に基づき、いじめアンケー

ト、個人面談・保護者懇談や学

校行事等の取り組みを堅実に実

施することで、いじめの予防

や、早期発見を行う。 

「いじめ予防や早期発見、早期対策に取り組ん

でいる」の問いに対して、「よくあてはまる」

「おおむねあてはまる」と答える教員が 

Ａ：９５％以上  Ｂ：９０％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

            

７月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる 

：５５．２％ (４３.８％) 

 おおむねあてはまる 

：４４．８％（５４.７％） 

  合 計：１００．０％（９８．５％） 

               【達成度Ａ】 

・今年度も、学年団の迅速な面談等で、いじめにつながりかね

ない人間関係トラブルを把握し、その後の指導・観察等に役

立てようとしている。今後も継続して取り組んでいきたい。 

④ 

 

 

 

 

日頃からの生徒観察により、

気づいたことを関係者が素早く

共有することを全教職員が心が

ける。またチーム学校として連

携し、的確な対応を組織的に行

うシステムを構築するとともに

外部機関と連携し、心身の調和

を基盤とした生徒の人間形成を

図る。 

【生徒アンケート】「先生は生徒理解に務め、

生徒個人の悩みにも対応している」の問いに対

して「よくあてはまる」「おおむねあてはま

る」と答える生徒が 

Ａ：９５％以上  Ｂ：９０％以上 

Ｃ：８０％以上  Ｄ：７０％未満 

             

 

７月 生徒アンケート結果 

よくあてはまる     

：４７．９％（４５．３％） 

おおむねあてはまる 

：４７．８％（４９．３％） 

        合計：９５．７％（９４．６％） 

            【達成度Ａ】 

・配慮の必要な生徒について、教職員間で関係者との連絡を定

期的に、又必要に応じてすみやかに実施しており、共通理解

を図るとともに的確な対応を行っている。 

・悩みや問題を抱える生徒について、関係職員と共有し、組織

的に支援していく体制を継続していきたい。 

・学年別の生徒評価を見ても、学年が上がるにつれて「よくあ

てはまる」の割合が高まっている。今後も継続して取り得く

んでいきたい 

学校関係者評価委員会の評価 
・いじめの予防・早期発見について、「十分成果を上げている」という成果指標に対して、達成度の判断基準が「取り組んでいる」という指標となっており、ずれがある。 
・外部機関と連携を行いながら「チーム学校」として、様々な悩みや心身の問題を抱える生徒には向き合っている。 
・「挨拶」ができているかについて保護者の4分の1が「わからない」と答えているのは何故か。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 

・いじめの予防・早期発見のために生徒へのアンケートの活用や日頃の観察などの情報収集を徹底することを引き続き実践していくことは継続の上で、「成果指標」ではなく「努力指
標」と変更することで、評価のずれを解消する（成果指標とすると、予防したことや発見した件数が裏付けるデータとなり、判断基準を作成しにくいため） 

・心療内科などの医療機関やSSWとの連携を引き続き必要に応じて実施していく。 
・学校公開の機会などを通して日頃の生徒の様子を見ていただく場を設ける。 

 
 
 
 
 



 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 集 計 結 果（カッコ内昨年同時期結果） 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等） 

４ 学校組織： 

業務の効率化を進

め、高い専門性と

広い見識に基づい

た協働的な教育活

動を追求する。 

 R6年度より、45分授業を日課

の基本と変更することで放課後

の可処分時間を増やすことや、

機械警備の開始時間を30分繰り

上げることによって、より一層

タイムマネジメントの意識を高

めるとともに、ワークライフバ

ランスを推進することで、教育

活動の質を高める。 

STEAM教育やDXなどのプロジェ

クトを推進することにより、求

められる教育のアップデートを

はかり、自己研鑽や協働の機運

を醸成する。 

①「効率化やタイムマネジメントを意識した業

務の遂行に努めている。」の問いに対して「よ

くあてはまる」「おおむねあてはまる」と答え

る教員が, 

Ａ：８５％以上  Ｂ：７５％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

 

① 「社会の変化を意識して、新しい教育に意欲

的に挑戦している」の問いに対して「よくあ

てはまる」「おおむねあてはまる」と答える

教員が、 

Ａ：８５％以上  Ｂ：７５％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

           

 

①７月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる     

：３２．８％（２４．２％） 

  おおむねあてはまる 

：５２．２％（６０．６％） 

        合計：８５．０％（８４．８％） 

            【達成度Ａ】 

 

②７月 教職員アンケート結果 

 よくあてはまる     

：３２．８％（２６．２％） 

  おおむねあてはまる 

：５５．２％（５５．４％） 

        合計：８８．０％（８１．６％） 

            【達成度Ａ】 

① 

・「よくあてはまる」「おおむねあてはまる」と答える教員が

８５．０％と、昨年同時期よりやや増加した。 

・今年度より４５分授業を日課の標準としたことにより、生徒

のみならず教員にとっても放課後が３０分長くなり、教員個

々のタイムマネジメントへの意識も浸透してきたことで、退

校時間も早くなってきた。今後も業務の効率化に引き続き努

めていく。 

 

② 

・「よくあてはまる」「おおむねあてはまる」と答える教員が

８８．０％と昨年度より６．４ポイント増加した。 

・ＳＴＥＡＭ教育推進校に加えDXハイスクールの指定を受け、

教員間に新しい教育への意識が浸透しつつある。 

学校関係者評価委員会の評価 
・教師が心も体も元気でないといけない。そのために残業時間や有休休暇の消化など勤務管理を管理職には期待する。教職員と管理職が日頃のコミュニケーションをしっかりとって
心身の筐体を把握することが必要。 
・STEAM教育など新しい取組への対応は負担が大きいと思うので、チームとして当たっていくことが大切。 

学校関係者評価委員会の評価結 
果を踏まえた今後の改善方策 ・管理職として、引き続き教職員の心身の状態に注意を払っていくとともに、新しいことにも挑戦できるように「余白」を生み出す工夫をしていく。 

 


